
身分、家父長、世襲、滅私奉公、男尊女卑…
われわれが江戸時代にたいして抱いてきた印象に、
別の光があて直されつつある。
江戸型の封建制とは、いかなるものだったのか。
そこに未来へのヒントが潜んではいないか。
文学と歴史の両面から考えてみる。

江戸は
封建制だったのか

14 : 00 - 17 : 10

成城大学 7 号館  4 階  007 教室

12/16日 時

会 場

土

―無私と個性と―
コメンテーター

高山 大毅（駒澤大学文学部講師・日本近世思想史）

司会

宮崎 修多  （成城大学大学院文学研究科教授・日本近世文学）

ロバート  キャンベル 磯田  道史

ロバート キャンベル（国文学研究資料館長・日本近世文学）

磯田 道史（国際日本文化研究センター准教授・日本近世史）

パネリスト

文学研究科（国文学、英文学、美学・美術史、日本常民文化、コミュニケーション学、ヨーロッパ文化）  Ⅱ期入試のご案内
2018 年 1月に募集があります。詳しくはホームページ（http://admission.seijo.ac.jp/）をご覧ください。

主催：成城大学大学院文学研究科　　協賛：成城大学文芸学部

http : //www.seijo100th.info/ ※参加費無料申し込みは お申し込み多数の場合は、抽選となることがあります。

成城大学文芸学部 03-3482-9412TEL問い合せは
成城学園創立 100 周年
大学院文学研究科創設 50 周年

成城学園100周年・大学院文学研究科創設50周年記念シンポジウム


